
津谷市長定例記者会見／市長ダイアリー 春の褒章・叙勲
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昭
和
62
年
か
ら
27
年
の
長
き
に
わ
た
り
比
内
地
鶏
に

よ
る
地
域
農
業
に
精
励
し
、
安
全
と
味
に
対
す
る
こ
だ

わ
り
を
も
っ
て
飼
育
試
験
を
続
け
、
技
術
や
事
績
を
有

し
て
い
る
と
し
て
こ
の
度
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　
鷹
巣
農
林
高
校
を
卒
業
後
、
農
業
に
従
事
し
、
旧
Ｊ

Ａ
合
川
町
が
比
内
地
鶏
の
導
入
を
始
め
た
昭
和
62
年
に

１
４
５
羽
を
飼
育
。
年
々
増
え
続
け
る
減
反
政
策
の
対

応
と
し
て
翌
年
３
千
羽
に
増
や
し
、
ま
た
、
同
年
に
発

足
し
た
Ｊ
Ａ
合
川
町
比
内
地
鶏
振
興
部
会
の
会
長
に
就

任
し
、
農
協
と
共
同
で
独
自
の
飼
養
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
な
が
ら
品
質
の
高
い
比
内
地
鶏
の
産
地
を
作

り
上
げ
、
現
在
も
Ｊ
Ａ
あ
き
た
北
央
比
内
地
鶏
振
興
部

会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
昭
和
53

年
７
月
に
は
合
川
町
農
業
委
員
に
就
任
し
、
平
成
５
年

か
ら
同
会
長
、
平
成
17
年
３
月
か
ら
は
北
秋
田
市
農
業

委
員
会
会
長
と
し
て
農
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
受
章
に
つ
い
て
「
自
分
が
も
ら
え
る
と
は
思
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
夢
を
見
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
。
周

囲
の
方
々
の
お
か
げ
で
す
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
は
「
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
次

の
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
自
分
が
や
っ
て
き
た

こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
昭
和
42
年
か
ら
40
年
の
長
き
に
わ
た
り
消
防
団
員
と

し
て
消
防
業
務
に
従
事
し
、
組
織
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
42
年
11
月
に
旧
阿
仁
町
消
防
団
に
入
団
し
、
平

成
６
年
分
団
長
、
８
年
副
団
長
、
11
年
団
長
に
就
任
。

平
成
17
年
３
月
に
は
市
町
村
合
併
で
誕
生
し
た
北
秋
田

市
の
初
代
消
防
団
長
に
就
任
し
、
平
成
19
年
３
月
ま
で

務
め
ま
し
た
。

　
在
職
中
は
豊
か
な
消
防
知
識
と
経
験
を
生
か
し
て
部

下
の
育
成
と
親
和
に
努
め
、
消
防
人
と
し
て
使
命
達
成

の
た
め
、自
ら
率
先
し
て
業
務
に
あ
た
り
ま
し
た
。ま
た
、

消
防
団
長
と
し
て
、
住
民
に
防
災
意
識
の
高
揚
を
呼
び

か
け
る
と
と
も
に
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
体
制
づ
く
り

の
推
進
や
消
防
施
設
の
充
実
、
消
防
力
の
強
化
拡
充
に

も
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。　

　
市
の
初
代
消
防
団
長
を
務
め
た
当
時
を
振
り
返
り

「
８
２
０
人
も
の
団
員
を
ど
う
や
っ
て
ま
と
め
る
か
と

い
う
不
安
も
あ
っ
た
が
、
み
ん
な
の
協
力
で
団
長
職
を

全
う
で
き
た
」
と
話
す
と
と
も
に
、
受
章
に
つ
い
て
は

「
団
員
、
家
族
の
協
力
の
お
か
げ
。
み
ん
な
の
代
表
と

し
て
い
た
だ
い
た
も
の
と
思
っ
て
い
る
」
と
感
慨
深
げ

に
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

中村　信一さん
（阿仁荒瀬・71歳）

－消防功労－

後藤　久美さん
（下杉・68歳）

－業務精励－

受章おめでとうございます

　政府は、４月28日付けで各界の功労者に対する春の褒章受章者を発表しました。
北秋田市からは地域農業の業務精励で、北秋田市農業委員会会長、ＪＡあきた北央
比内地鶏振興部会長などを務める後藤久美さん（68歳）＝下杉＝が黄綬褒章に輝きま
した。
　また、４月29日には春の叙勲受章者が発表され、北秋田市からは元北秋田市消防
団長の中村信一さん（71歳）＝阿仁荒瀬＝が消防団員として組織の発展に尽力した功
績が認められ、消防功労で瑞宝単光章に輝きました。
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市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

4
月
16
日（
水
）▽
平
成
26
年
北
秋
田
市
議
会
第
1
回
臨
時
会（
議
事
堂
）

17
日（
木
）▽
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道（
株
）取
締
役
会（
阿
仁
庁
舎
）

18
日（
金
）▽
市
廃
棄
物
不
法
投
棄
監
視
委
員
会
委
嘱
状
交
付（
本
庁
舎
）▽
北
秋

田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
修
了
式
及
び
入
校
式（
中
央
公
民
館
）▽
市

防
犯
協
会
総
会（
中
央
公
民
館
）

19
日（
土
）▽
第
52
回
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
会
式（
中
央
公
民
館
）▽
鷹
巣
山

岳
会
創
立
40
周
年
記
念
式
典（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

22
日（
火
）▽
北
秋
田
地
区
交
通
指
導
隊
連
合
会
総
会（
阿
仁
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）

23
日（
水
）▽
秋
田
県
消
防
協
会
大
館
北
秋
田
支
部
評
議
員
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

24
日（
木
）▽
第
１
６
２
回
秋
田
県
市
長
会
定
例
会（
潟
上
市
）

25
日（
金
）▽
第
３
回
Ｂ
Ｍ
–
１
グ
ラ
ン
プ
リ（
ク
ウ
ィ
ン
ス
森
吉
）▽
鷹
巣
町
役

場
職
員
Ｏ
Ｂ
友
の
会
総
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

28
日（
月
）▽
第
29
回
国
民
文
化
祭
北
秋
田
市
実
行
委
員
会
第
３
回
総
会（
本
庁

舎
）▽
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
北
欧
の
杜
竣
工
祝
賀
会（
同
施
設
）

29
日（
火
）▽
第
63
回
鷹
巣
中
央
公
園
さ
く
ら
ま
つ
り「
桜
を
観
る
会
」（
鷹
巣
中

央
公
園
）

30
日（
水
）▽
部
長
会
議（
本
庁
舎
）

5
月
１
日（
木
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
４
対
戦
相

手
の
岡
山
県
備
前
市
長
と
の
エ
ー
ル
交
換（
本
庁
舎
）▽
岩
手
県
山
田

町
派
遣
職
員
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）

7
日（
水
）▽
秋
田・東
北
国
道
協
議
会
通
常
総
会（
秋
田
市
）

8
日（
木
）▽
地
域
お
こ
し
ア
イ
デ
ア
研
究
会
寄
付
金
贈
呈（
本
庁
舎
）

12
日（
月
）▽
秋
田
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
と
の
災
害
協
定
締
結
式（
本
庁
舎
）▽
市
商

工
会
女
性
部
通
常
総
会
懇
親
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

14
日（
水
）▽
教
育
委
員
吉
田
美
樹
氏
任
命
書
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
設
立
総
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

15
日（
木
）▽
第
２
回
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
議
会
臨
時
会

（
森
吉
庁
舎
）▽
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会
総
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

　
津
谷
市
長
の
定
例
記
者
会
見
が
、
５
月

１
日
に
市
役
所
で
開
か
れ
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
や
秋
田
県
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
協
会
と
の
災
害
協
定
、
保
育
料
の

改
定
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。　

　
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
に
つ
い
て
は
、

改
め
て
岩
手
県
山
田
町
か
ら
要
請
が
あ
り
、

５
月
１
日
付
け
で
税
務
課
市
税
係
の
職
員

１
人
を
12
月
末
ま
で
の
８
か
月
間
派
遣
す

る
と
し
「
同
じ
東
北
の
自
治
体
の
仲
間
と

し
て
、
山
田
町
を
は
じ
め
被
災
地
の
一
日

も
早
い
復
旧
復
興
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
支
援
協
力
を
行
っ
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
５
月
12
日
に
締
結
す
る
秋
田
県

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
と
の
災
害
協
定
に
つ
い
て

は
、
災
害
時
に
加
盟
事
業
所
と
の
連
携
に

よ
る
備
蓄
物
資
の
供
給
、
避
難
所
や
被
災

者
へ
の
ガ
ス
の
優
先
供
給
な
ど
具
体
的
な

協
力
体
制
を
確
認
す
る
も
の
で
「
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
は
、
災
害
時
の
早
期
復
旧
の
み
な
ら
ず
、

調
理
や
給
湯
、
発
電
、
暖
房
な
ど
の
幅
広

い
用
途
で
の
支
援
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

大
変
心
強
い
協
定
締
結
で
あ
る
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

保
育
料
の
改
定
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
例

を
示
し
な
が
ら
解
説
。「
保
育
園
に
入
所

す
る
３
歳
未
満
の
子
ど
も
が
１
人
い
る
世

帯
で
両
親
の
所
得
税
額
の
合
計
が
４
万
円

以
上
５
万
５
０
０
０
円
未
満
の
場
合
、
こ

れ
ま
で
月
額
３
万
６
５
０
０
円
の
保
育
料

が
２
万
２
０
０
０
円
に
な
る
こ
と
や
、
同

じ
世
帯
で
２
人
以
上
の
子
ど
も
が
入
所
し

て
い
る
場
合
は
、
２
人
目
が
さ
ら
に
半
額
、

３
人
目
以
上
は
無
料
と
な
る
ほ
か
、
県
が

実
施
し
て
い
る『
す
こ
や
か
子
育
て
事
業
』

に
よ
り
、
実
際
の
保
育
料
は
さ
ら
に
軽
減

さ
れ
る
。
市
で
は
『
北
秋
田
市
保
育
園
等

整
備
計
画
』
に
沿
っ
て
、
引
き
続
き
生
み

育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
促
進
し
て
い

き
た
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

津
谷
市
長
定
例
記
者
会
見

負
担
軽
減
の
た
め
保
育
料
を
改
定

▲定例記者会見で保育料の改定などを説
明する津谷市長
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